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大日本水産会兵庫支会と『兵庫県漁具図解』
Hyogo Branch of Japan Fisheries Association 















　大日本水産会兵庫支会は 1896（明治 29）年 5 月に設立されたが、その前身は前年の




















































































会」と称する（第 3 条）ことになっていた。そのほか、役員の規定（第 4 条）と毎年 1 回の大集会
の開催（第 5 条）、支会発会式には会頭殿下の臨場を請うことができるという規定（第 6 条）、様々








た。ここでは 6 つの話題が取り上げられた。このうちの第 5 項は兵庫県水産会創立の件であっ
た。この件は全会一致をもって議決され、同会は直ちに会則を制定するとともに、役員選挙を実施
し、その結果、会長には周布公平兵庫県知事が選出された。水産会の設立は 5 月 23 日となっている。








　兵庫県水産会創立の翌年すなわち 1896（明治 29）年 5 月に、同会を母体にして大日本水産会兵





す」（「神戸又新日報」，1896 年〈明治 29〉11 月 19 日，第 3779 号）と演説しており、ここにおいても
兵庫県水産会が発足当初から大日本水産会の支会となることが既定の方針であり、そのための準備
がなされていたことがわかる。ちなみに、1898 年 3 月（明治 30 年度末）の兵庫支会会員総数は
354 名であった（大日本水産会兵庫支会編，1898，pp.10⊖11）。
３．『兵庫県漁具図解』の作成
　『大日本水産会兵庫支会第二回大集会報告』（1898）によると、1897（明治 30）年 1 月 5 日には
幹事会が開催されて、第二回水産博覧会出品に関する件が諮られ、この結果、『兵庫県下漁具図解』



































にまとめられている。すなわち、鹹水漁業が摂津国 1 冊、播磨国 4 冊、淡路国 1 冊、但馬国 1
冊、淡水漁業が摂津国・播磨国・丹波国・但馬国をあわせた 2 冊の計 9 冊から構成されていた。
播磨国 4 冊のうち、巻 1 と巻 2 は東播の部（明石郡、加古郡、印南郡）、巻 3 と巻 4 は西播の部（飾
磨郡、揖保郡、赤穂郡）の説明となっている（現在、播磨国の巻 4 は欠巻である）。収められた漁具を














淡路国 但馬国 淡水 計
1 2 3
網漁具 12 30 5 33 26 17 38 161
釣漁具 6 23 22 9 11 71
雑漁具 1 10 4 8 7 30

























































大蔵谷村 4 5 15 8
相生町 24 60 20
當津村 200 6 50 200 200 10 40 45 60 40
新濱 200 350 560 1,000 600 60 175 800 800 175







魚住村 20 10 30 25
西岡村 2 2 2 4






















































































































たり」として、そこにつけられた高額な価格（現在の価格でいうと、100 万円から 150 万円）からそ
の価値の大きさを推しはかるような記述を残している。
　『兵庫県漁具図解』（出品現数 9 冊）は大日本水産会兵庫支会が出品した『水産動植物類聚』（出品















































（ 2 ）式費は県下の有志の寄付金で、その額は 1,515 円 57 銭 6 厘にのぼった。




















名誉銀牌：1 、進歩一等：2 、進歩二等：1 、進歩三等：5 、有功一等：2 、有功二等：23、有功三等：105、協
賛一等：1 、協賛二等 0 、協賛三等：3 、褒賞：343、計 486 であった（第二回水産博覧会事務局編，1898）。
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